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Studies on sanitary conditions in workplaces handling foods 
(Part 1) Airborne microbes and captured insects in a convenience store in Osaka Prefecture 
Yasuo ABE， Yuto NAKASUJI 
Faculty ofH巴althScience， Department of Health and Nutrition， Osaka Aoyama University 
Summary In winter (January) and summer (June)， airbome bacteria and fungi were examined at a convenience 
stor巴inthe urban district of Osaka Prefectur巴 Fungiand common bact巴riawere detected in winter， and fungi， common 
bacteria and Escherichia coli were detected in summer. 
At the same time， insects trapped in the convenience store in a period of about one week were examined for 
food-poisoning bacteria on their body surface. No insects were trapped in winter， while ants， Tenebrionidae bugs， moth 
tlies and bookJice w巴retrapped in summer. Common bacteria were detected on Tenebrionidae bugs and ants: however， 
Escherichia coli， oth巴rEscherichia-group bacteria and Salmonella enteritidis were not detected on these insects. 
These results suggest that airbome microbes were fairly few， but insects invading合omthe outside might contaminate 
food merchandise in this convenience store. 










































































DDチェッカ ー)を使用した。 一般細菌検出には DD寒



































































表 1 冬季空中落下菌コロニー数 (2010年 1月 15日)
菌種 検出用培地
暴露時間(分)
60 I 90 。 。
真菌(PDA) 2 。 。
真菌




一般細菌(DD) 2 3 1 
合計 4 4 。 。
大腸菌(MAX) 2 。 。
細菌
合計 。 。。 。
大腸菌菌(MAX) 2 。 。
合計 。 。。 。
サルモネラ (MLCB) 2 。 。
合計 。 。
表2 夏季空中落下菌コロニー数 (2010年 6月 18日)
菌種 検出用培地
暴露時間(分)
60 I 90 
2 2 
真菌(PDA) 3 2 
4 2 
真菌




4 。 2 
合計 3 6 
2 2 5 
一般細菌(DD) 3 4 7 
4 2 4 
合計 9 17 
7 。
2 。 3 
大腸菌(MAX) 3 。 。
4 。 。
細菌
合計 7 3 。 。
2 。 。
大腸菌群 (MAX)* 3 。 。
4 。 。
合計 。 。。 。
2 。 。








番号 設置場所 アリ類 ゴミムシダマシ類 チョウパエ類 チャタテムシ類 合計
① 流し台下 。 。 。 。 。
② 冷凍庫下 。 。 2 
③ アイスボックス下 。 。 。
④ ドリンク下 。 。 。 。 。
⑤ トイレ横下 。 6 。 7 
⑥ コピー機下 。 。 2 3 






































一般細菌 大腸菌 大腸菌群 サルモネフ。 。 。 。
4 。 。 。
6 。 。 。。 。 。 。
8 。 。 。。 。 。 。
18 。 。 。
空中落下菌、生息昆虫類は少なかったが、夏季にゴミム
シタゃマシ類、アリ類の体表に汚染状況の指標とされる一
般細菌が検出されたことは、包装されていない食品類が
存在すれば、これらの見虫類との接触により汚染する可
能性が示唆された。
今回の調査は大阪府下のコンビニエンスストアのー届
舗の例である。食品を取り扱う環境の昆虫類およびその
体表菌を調査した報告例は過去に少なく 、このような調
査を積み重ねることにより、これらの環境の衛生管理に
関してより詳しく議論出来るようになると考えられる。
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